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ここふる学校　かい「こ」育て　解説編 ③

１．養
よう

蚕
さん

の歴史　近代の養蚕

　江戸時代までは、人々は農業の合間に小規模な養蚕を行うことが

ほとんどでした。ところが、貞
じょう

享
きょう

２年（1685）に江戸幕
ばく

府
ふ

が明
みん

か

らの生
き

糸
いと

の輸入を制限したことで国産品の需
じゅ

要
よう

が増大し、長
なが

野
の

県や

東北地方、茨
いばら

城
き

県といった地域で盛んに養蚕が行われるようになり

ました。その後横浜港が開港し、明治時代に入ると、ヨーロッパへ

の生糸の輸出需要が高まって群
ぐん

馬
ま

県が一大産地になりました。明治

5 年（1872）には、生糸の品質向上のために群馬県に富
とみ

岡
おか

製
せい

糸
し

場
じょう

が作られ、以後生糸は日本の主要輸出産品となり、日本の近代化

を支えたのです。

２．大野城市 ( 旧筑
ちく

紫
し

郡
ぐん

) の養蚕

（１）筑紫郡の養蚕の幕開け

　筑紫郡の養蚕のはじまりははっきりとはわかっていません。大正

13 年（1925）に発行された『筑紫郡の蚕業』には、江戸時代に

福
ふく

岡
おか

藩
はん

士
し

の家庭で、自分たちの衣服を作るために養蚕が行われてい

たのが筑紫郡の養蚕のはじまりではないかと記されています。

　その後明治５年（1872）になると、福岡県が報
ほう

奨
しょう

金
きん

を与えて

桑苗を育成させ、希望者に原価で配布を行ったため、副業として養
よう

蚕
さん

を行う農家が増えていきました。

（２）養蚕の発展と大規模化

　大野城市（当時は大野村）では、養蚕が盛んに行われていました。

村に養蚕の専門家を招いて指導を受けたりしたほか、長
なが

野
の

県や福
ふく

島
しま

県に養蚕を学びに行き、大規模な経営を始める人が出てきました。

最初のうちは座
ざ

繰
ぐ

り製
せい

糸
し

といい、人力で歯車を回して糸を巻き取り、

生糸が作られていましたが、技術水準は高くなく、輸出用には合い

ませんでした。このころからカイコを育てて繭をとる養蚕業と、繭
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から生糸を作る製糸業の分離が進

み、明治の中頃からは太
だ

宰
ざい

府
ふ

町に

鎮
ちん

西
ぜい

製糸株式会社や太宰府町製糸

株式会社が創立され、筑紫郡でも

大規模な機械製糸が行われるよう

になりました。

　ところが、明治 30 年頃になる

と、大量生産を求めるあまり粗悪

品が増加、さらにはカイコの病気

が流行し、県内の養蚕業は危機に

陥
おちい

りました。そこで、明治 31 年

（1898）福岡県に蚕業技術官が

設置され、桑
そう

園
えん

の改良や病気の予

防、品種改良のほか、３齢までの

小さなカイコ（稚
ち

蚕
さん

）の共同飼育

や出荷する繭を乾燥させる小型共

同乾
かん

繭
けん

機
き

の設置などを行い、養蚕

技術の向上をめざしました。

　明治 39 年（1906）には日本

が世界一の生糸生産国となり、筑

紫郡でも明治 40 年（1907）に

26 ヶ所の共同稚蚕飼育所が開設

されるなど、養蚕業はますます発

展していきました。

　明治の末から大正の初めにかけ

ても、二
ふつ

日
か

市
いち

生
せい

繭
けん

市
いち

場
ば

や山
やま

十
じゅう

組
ぐみ

二日市製糸場、雑
ざっ

餉
しょの

隈
くま

生
せい

繭
けん

市
いち

場
ば

などが続々と開設され、昭和３年（1928）頃、養蚕業は最盛期を

迎えました。大野村では当時農家の約半数が養蚕を行い、市内のあ

ちこちに桑畑が作られました。

筑紫郡の蚕業 (1925 年刊行 )

下
大
利

下
大
利

春
日
原

春
日
原

上大利上大利

横峰横峰

牛頸牛頸

畑ケ坂畑ケ坂

乙金乙金

中中
仲島仲島
畑詰畑詰

御陵御陵

釜蓋釜蓋瓦田瓦田

白木原白木原

下大利下大利

水
城
水
城

筒井筒井
雑餉隈雑餉隈

大正 15年の市内の桑畑（緑色の部分）



7

　そして、昭和 4 年（1929）

には福岡県の蚕業試験場、昭和

10 年（1935）には繭検定所

が今の大野城市役所の場所に建

設されました。

（３）世界 恐
きょう

慌
こう

と養
よう

蚕
さん

業
ぎょう

の終焉

　ところが、昭和 4 年（1929）

に始まった世界恐慌により、繭

や生糸の価格が大暴落します。高いときには繭１貫（3.75kg）で

14 ～ 5 円にもなったものが、昭和５年には 2、３円程にまで下落

しました。その後価格は回復していきましたが、昭和 14 年（1939）

に第二次世界大戦が始まると、当時生糸の輸出先のほとんどを占め

ていたアメリカへの輸出が中止され、国内でも徴
ちょう

兵
へい

や牛馬の供出に

より労働力が減少、また食
しょく

糧
りょう

生産のために桑畑は畑になり、養蚕

を取り巻く環境は悪化していきました。

　第二次世界大戦後、戦後復興期や高度経済成長期を経て日本の養

蚕業は復興しましたが、安くて便利な化学繊
せん

維
い

や中国産生糸の台頭

により輸出が低迷しました。また、戦後需要の中心であった国内で

もライフスタイルの変化により着物が着られなくなったことから、

昭和 50 年代以降、養蚕業は急速に衰
すい

退
たい

の一
いっ

途
と

を辿
たど

っていきました。

（４）現代の養蚕

　平成元年（1989）に 57,230 戸あった養蚕農家は、高齢化

などによる後継者不足のため、平成 30 年（2018）には全国で

293 戸となり、200 分の一近くまで減少しています。繭
まゆ

の生産量

も平成元年の 26,819 ｔから 110 ｔにまで減りました。製糸業

者や機械の製造会社も少なくなり、日本の養蚕業は厳しい状況が続

いています。

　一方で、近年では繊維用途以外にカイコを利用をする研究が行わ

福岡県の繭検定所 ( 昭和 47年 )
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れています。化粧品や人工血管などの医療用途のほか、カイコがす

ぐに大きくなることから宇宙食への利用などが進められています。

最近では、九州大学とベンチャー企業によるカイコを使った新型コ

ロナウイルスワクチンの開発もニュースになりました。

　現代ではあまり身近ではなくなってしまったカイコですが、私た

ちのくらしにはこれからも欠かせない存在です。
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